
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の結核にご注意ください! 
高齢者は結核発病のリスクが高い! 

 日本の高齢者は、過去に結核菌に感染している可能性が高く、免疫力の低下

等により、結核発病のリスクが高いとされています。 

 高齢者の結核は、咳や痰などの典型的な症状が出にくい! 

その代わりに「食欲がない」「なんとなく元気がない」「だるそう」「微熱が続

いている」などの症状が見られることがあります。 

 こうした症状が続く場合は、早めの受診と胸部レントゲン検査が重要です。 

早期発見のポイント! 

 「いつもと違う」と感じたら、医師への相談や胸部レントゲン検査をおすす

めしてください。 

 咳が続く方には喀痰検査（塗抹・培養・PCR）も有効です。 

 発熱や呼吸器症状が⾧引く場合は、結核の可能性も視野に入れた早期の受診

をお願いします 

 

 

９月２４日～３０日は、結核・呼吸器感染症予防週間です！ 

龍野健康福祉事務所 地域保健課 ℡0791-63-5140  

令和７年 9 月発行 （社会福祉施設用） 

日本の状況（令和 6 年） 
 新登録結核患者数 10,051 人/年（結核罹患率:8.1/10 万人） 
 新登録結核患者数の 68％が高齢者（60 歳以上） 
 高齢者の結核罹患率:80～89 歳では 28.3、90 歳以上では 51.1 
 新登録結核患者数全体の 19.7％が外国生まれの患者。前年の 16.0％から 3.7 ﾎﾟｲﾝﾄ増加 

20～29 歳の年齢層では 9 割が外国生まれの患者 
 入国前結核スクリーニングが開始（令和７年６月～）※フィリピン・ネパール・ベトナムから順次開始 

（厚生労働省ホームページより） 

社会福祉施設の皆さまへお願い 



 

 

年 1 回の胸部レントゲン検査を! 

 施設職員および 65 歳以上の入所者は、年に 1 回の胸部レントゲン検査を実

施してください。 

 検査結果は「結核に係る健康診断（事業所）月報様式」にて、龍野健康福祉事

務所へご報告をお願いします。 

🔍 詳しくは龍野健康福祉事務所ホームページをご確認ください。 

―――――――◆龍野健康福祉事務所管内の状況◆――――― 

 

 

 

 

※結核低蔓延国の基準（WHO）:人口 10 万人あたりの新規結核患者数が 10 人未満 

施設職員・入所者の皆さまへ 

 

新登録結核患者数および潜在性結核感染症新登録者数    １４人 
※75 歳以上の方は９名、6 割以上が後期高齢者です）  

肺結核患者のうち８割 が 喀痰塗抹陽性※ で見つかっています 
※喀痰塗抹陽性とは?患者がすでに感染性（＝人にうつす力）を持っている可能性が高い状態 

令和 6 年情報 


